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止まらない新型コロナウイルスの感染拡大で、医療崩壊の危機 

が懸念される中、福島県いわき市では、新型コロナウイルスの 

患者への対応にあたる医師や看護師等に感謝の気持ちを込めて、毎週金曜日の正午に 30 秒間の拍手を 

送る取り組みを 17 日から始めました。感謝の思いを一人ひとりが表すことでエールになればとしています。 

 

最前線で新型コロナと戦っている医療従事者は大変疲弊していることと思います。 

僕たちが今考えるべきことは医療従事者の負担を増やさないことです。 

新型コロナに感染しないことはもちろん、カゼや怪我等の予防に努め、自分や家族の 

の体調管理をしていくことが僕らの最大のミッションです。 

そのためにもまず「不要不急の外出自粛」です。 

そして「外出自粛」の他にも大切なことがあります。 

それは、「社会を回すこと」です。 

 

先日、地元の豊中郵便局前のポストに本来の収集時刻を過ぎた夜９時過ぎにレターパックを投函しました。 

翌朝ネットの追跡サービスで確認したところ、なんと 

深夜の 1 時 23 分に「引受」と更新されていました。 

この深夜の郵便物の取集が毎日のことなのか、たまたま 

なのかはわかりませんが、夜中でも働いている郵便局の方が

いらっしゃるのは間違いないようです。 

ありがたくて、そして少し申し訳ない気持ちになりました。 

 

4 月 13 日、フランスのマクロン大統領は国民向けのテレビ演説の冒頭で、「農家、教職員、バスやトラック

の運転手、物流に携わる皆さん、電気工、レジ係、ごみ収集員、警備員、清掃員、公務員。 

みんな社会生活が続くことを可能にしてくれた」といわゆるエッセンシャルワーカーの方へ 

の感謝の言葉を口にしました。 

他にも福祉・介護業、警備業、飲食・食品業界、理美容業、銀行、郵便局、交通機関、葬祭業等などなど、

テレワークできないお仕事に携わっている方は、不安と戦いながら仕事を頑張ってくださっています。 

そしてそれは、最前線で新型コロナウイルスと戦う医療従事者の方の生活を守ることにつながっています。 

今の社会は、そういった皆さんが頑張ってくださっているおかげで、何とか回っていると思うのです。 

本当に感謝しかありません。m(__)m 

 

新型コロナウイルス感染症が全国的に拡大していることを受け、３月初旬からの学校の休校要請に続き、 

「緊急事態宣言」が発令され、大阪府においては４月１４日から５月６日迄、「基本的に休止を要請する施設」

および「基本的に休止を要請しない施設（社会生活を維持する上で必要な施設、社会福祉施設等）」 

を指定し、休止対象となる施設に対し休業の要請をしました。 

ちなみに僕の知り合いのお母さんは、中学生の娘さんに「明日からお母さん、しばらく家に 

おるでー」って喜ぶ顔を想像して言ったら、逆に「最悪―！」って言われたとのこと。(+_+) 

きっと娘さんなりに休校生活を謳歌されていたのでしょうね。 

新型コロナは、いろんなドラマを引き起こしているようです。(^^ゞ 

学校や職場にいけない方も、不要不急の外出を辛抱している方も、それから会社や現場や 

自宅で働いてらっしゃる方も、本当にご苦労様です。今少し、頑張りましょう！ 

編集後記 感謝とエールを！ 
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